


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































森 雅秀 1991b 「十忿怒尊のイメージをめぐ
る考察」『仏教の受容と変容 3 チベット・ネパ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































毘沙門天の下の 2 匹の鬼がなんだか素敵です。 
この毘沙門天像も東寺の所蔵で、ときどき展示さ
れています。素敵な鬼を実際に見てきてください。 
 
柱に彫られていた像の姿がさまざまでおもしろか
った。逆立ちして支えているやつなんかは、遊び
心が感じられた。 
柱頭のガナのことですが、たしかにおもしろいで
すね。そのうち、このような像ばかりを集めた授
業をやってみたいと思っています。 
 
マンダラにガネーシャなどが描かれているのがび
っくりでした。ヒンドゥー教から仏教が生まれた
っていうのではないと思いますが、よくよく見る
と、似ている（服とか）点があるなぁと思いまし
た。はじめよりもだいぶ興味を持ってきたなぁっ
てところで授業が終わるのがさみしいです。 
私もさみしいです。でも、授業は文学部でもいろ
いろやっていますので、機会があればぜひどうぞ。
ホームページにもいろいろな情報を載せています。 
 
これまでお寺などに行って仏像を見ると、きれい
だとかおごそかだという気持ちだけで見ていたけ
れど、この授業を受けてから、テレビなどで仏像
や神様が出てくると、ああそいういえば、この神
様はこんな性格だったとか、この仏像はあの神様
のイメージを借りているんだったなぁと、より深
く真剣に作品を見ることができるようになった気
がしてうれしかった。この授業を終えて、あらた
めてお寺をめぐり、作品を眺めてみたい。 
授業の内容をとても積極的に活用していただいて
いるようで、うれしいですね。たしかに知ってい
る仏像などがテレビや新聞に出ていると、身近な
人が出ているような感じがします。ぜひいろいろ
な作品を実際に見るようにしてください。 
 
神を踏みつけているのか、それとも下から支えて
いるのか、そのちがいを判断するにはどうしたら
いいですか。もし、踏みつけているのなら現代に
2006 年度 
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おいて宗教のちがいによる紛争が世界中で絶えな
いのと、同じような感覚を覚えた。 
ちがいを判断するには、その仏や神についての知
識を豊富に持つことでしょう。宗教のちがいによ
る紛争は、たしかに多く発生しているような気が
しますが、実際は、宗教の名を借りた利権や怨念
の争いです。どんな宗教も戦争をしろなんてこと
は説いていません（もちろんイスラム教もそうで
す）。怖いのは宗教なのではなく人間なのです。 
 
今回は講義すべてを通しての感想を述べさせても
らいます。仏教の思想的、体系的な説明や、他の
宗教との関連、および、宗教としての普遍性や時
代による変化を、仏像という形而下的なものによ
って、その思想の反映を見て感じ取ることのでき
る講義はじつに楽しくありました。ただ、マンダ
ラについては講義で詳しく語られたので特にはあ
りませんが、仏像において（親しみある西洋美術
かぶれなのかもしれませんが）、思想の反映や細
部の技法よりも、もっと美術的に大切なもの、つ
まりは純粋経験としての作品のすばらしさや美し
さといったような感覚が、自分にはなかったこと
が残念です。 
じつに意欲的、能動的に授業の内容を把握しても
らえてうれしいです。作品の持つ美術作品として
の意義や重要性は、たしかに私の授業では十分ふ
れることができなかったです。これは私自身の関
心にもよるのですが、作品の持つ形や美よりも、
その背後の思想や意味、人々の「思い」のような
ものに、惹かれるのです。美術作品としての仏像
の持つ魅力は、比較的、文献がたくさんあります
ので、ご自身でいろいろ調べてみてください。 
 
ガルダは乗り物だから、像はないものだと思って
いた。 
あります。ガルダやナンディン（シヴァの乗り物
の牡牛）は、単独で作られ、寺院では本尊の前で
礼拝したり、控えているように安置されます。 
 
仏教美術だけではなく、西洋絵画や音楽において
も、その作品の意味やバックグラウンドを解釈で
きたら、美術鑑賞を通じて、とても豊かな人生に
なるのではないかと思った。 
確実にとても豊かな人生になります。何百年も人
間が守ってきた古典的な芸術の世界を知ることで、
まったく違う世界にふれることができます。 
 
インドの密教というのは奥が深く、この講義だけ
ではすべて理解することのできない偉大な宗教で
あることを知った。 
偉大かどうかは、皆さん自身で考えてみてくださ
い。 
 
いったい、何を勉強すればよいのやら。単位落と
しそうです。でも、一回質問が採用されたのでよ
しとします。 
大丈夫でしょう（保証はしませんが）。質問の採
用はなかなか厳しかったですか？ひょっとしたら
一回も採用されていない人もいるかもしれません
が、気にしないでください。 
 
仏教がヒンドゥー教から発展してきたというのは、
なんだか不思議な感じがした。でも、よく考えて
みると、キリスト教とユダヤ教の関係もそんなも
のだから、宗教というのは、そういう風にできあ
がっていくものなんだろうなと思った。 
仏教はヒンドゥー教からできたわけではありませ
んが（順番としては、仏教の方が先です）、密教
はヒンドゥー教の影響を強く受けています。すで
にこの時代、ヒンドゥー教の方が圧倒的に優勢だ
ったからです。 
 
なぜ、仏教の神々がヒンドゥー教の神を制圧する
というような神話があるのかが疑問です。手塚治
虫の「ブッダ」を読んで受けたイメージとあまり
にかけ離れているので。 
私は手塚治虫の「ブッダ」を読んでいないのです
が、たしか釈迦自身の生涯を描いたものですよね。
降三世明王が現れたのは 7 世紀ころなので、釈迦
の時代からはすでに 1200 年ほど経っています。
同じ仏教でも中身はまったく異なるのです。 
 
密教美術の世界 
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自分としてはマンダラのイメージというか見方が
一番変わった。この授業を通して、いろいろ見方
が変わったと思う。 
見方が変わることが大事です。 
 
武力で仏教への帰依を迫るというのは、「西遊
記」の中で観世音菩薩が善財童子を帰依させるシ
ーンでも見られましたが、やはり異様なものに思
えました。授業の最後に「作品を見て『きれいだ
な』とか言いつつ、われわれは何も見てはいな
い」と先生がおっしゃったのが印象に残りました。
物事を反復して考えないと、新たに始まることが
ないなら、私たちはお寺めぐりをしながら、ずい
ぶんもったいないことをしていたのだと思いまし
た。 
「もったいない」と気づくところが重要なのだと
思います。 
